
PR ポイント! 取組の効果 !

　国際協力として技術協力事業に携わる中で、福岡市では経験できなかったフィール
ドワークや、排水計画の検討・指導を、ヤンゴン市の職員とともに、私自身も学びな
がら経験することができました。
　事業に携わる前は、目の前の工事単独に集中しがちでしたが、計画全体を考慮した
うえで業務の取り組み、より効率的・効果的な設計・施工を心がけるようになりました。

Key Person

令和元年度（第12回）国土交通大臣賞〈循環のみち下水道賞〉

アセットマネジメント部門

福岡市道路下水道局

国際貢献・国際協力は人材育成のチャンス！！

　福岡市では、平成 28 年から平成 30 年にか
けて行ったミャンマー・ヤンゴン市における浸
水対策に関する JICA 草の根技術協力事業等の
国際協力を、不⾜する道路下水道局の若手職員
の⼈材育成・技術継承のフィールドとして活
用！

海外において、日本では貴重な「現場」を経験
・排水計画をゼロから検討・策定
・本市若手職員による実践形式の測量指導を実施
・�現地の状況や現地職員の技術力を踏まえた、臨機応変な
解決策の提案

技術協力を通じた福岡市職員の技術力向上

事業に参加した市職員
道路下水道局中部下水道課
田知行　さなえ

国際協力推進のため、下水道・道路・河川の所属を横断した組織を設立し、技術協力
とともに福岡市職員の人材育成を実施！


